
統 命

統 命

統 命

統 命
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高大接続・

産学 ・地域連携推進部
知的財産部

（理学部西側自転車走行レーン）

　

東
広
島
キ
ャ
ン
パ
ス
に
、
研
究
者
、

留
学
生
の
宿
舎
機
能
を
備
え
た
複
合

施
設
「
国
際
交
流
拠
点
施
設
」
が
整
備

さ
れ
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
令
和
３

年
秋
に
開
設
さ
れ
る
予
定
。

　

10
月
７
日
に
東
広
島
市
と
締
結
し
た

「
国
際
的
研
究
拠
点
東
広
島
」
形
成
に

関
す
る
協
定
に
よ
り
、
本
学
は
東
広
島

キ
ャ
ン
パ
ス
を
中
心
に
世
界
中
か
ら

研
究
者
や
留
学
生
な
ど
を
招
き
、
高
度

な
研
究
と
そ
の
成
果
に
よ
る
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
創
出
を
行
う
「
国
際
的
研
究

拠
点
東
広
島
」
の
形
成
へ
の
取
り
組
み

を
進
め
て
お
り
、
こ
の
た
び
の
施
設
整

備
は
そ
の
取
り
組
み
の
ひ
と
つ
と
な

る
。

　
今
後
は
本
施
設
を
核
と
し
て
、
研
究

者
、
学
生
、
企
業
家
、
地
域
住
民
等
に

よ
る
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

場
や
交
流
活
動
の
仕
組
み
づ
く
り
、
海

外
か
ら
の
人
材
の
受
入
環
境
の
整
備

な
ど
を
推
進
し
、
国
際
化
を
加
速
す
る

　

本
学
は
、
男
女
共
同
参
画
宣
言
の

下
、
家
庭
生
活
と
教
育
・
研
究
・
就
業

と
を
両
立
で
き
る
職
場
を
目
指
し
て
、

次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
に
基

づ
き
、
平
成
17
年
度
か
ら
３
期
に
わ
た

り
行
動
計
画
を
策
定
し
て
い
る
。

　
こ
の
た
び
、
令
和
元
年
10
月
１
日
か

ら
同
４
年
３
月
31
日
を
期
間
と
す
る

「
第
４
期
行
動
計
画
」
を
策
定
し
た
。
こ

れ
ま
で
の
家
庭
生
活
と
就
業
等
と
の
両

立
支
援
の
継
続
に
加
え
て
、
こ
れ
ら
の

支
援
を
利
用
し
や
す
く
な
る
環
境
の

整
備
に
取
り
組
む
。

東
広
島
キ
ャ
ン
パ
ス
で
自
転
車
安
全
対
策

　

「
国
際
的
研
究
拠
点
東
広
島
」
の

　
　
　
　
　
　
　

形
成
に
向
け
た
環
境
整
備

 

国
際
交
流
拠
点
施
設
整
備
へ

　
10
月
１
日
よ
り
、
東
広
島
キ
ャ
ン
パ

ス
に
お
け
る
学
生
や
教
職
員
の
安
全

な
通
行
を
確
保
す
る
た
め
、
専
用
ゾ
ー

ン
の
区
画
な
ど
の
安
全
対
策
を
実
施

し
て
い
る
。

　
自
転
車
利
用
が
増
え
る
一
方
、
道
路
整

備
や
交
通
ル
ー
ル
の
徹
底
と
い
っ
た
環
境

整
備
が
進
ん
で
い
な
い
た
め
、
自
転
車
乗

用
中
の
交
通
事
故
、
特
に
自
転
車
の
対
人

事
故
の
増
加
が
社
会
問
題
に
も
な
っ
て
い

る
。
本
学
に
お
い
て
も
下
見
地
区
か
ら

総
合
科
学
部
に
至
る
ル
ー
ト
を
中
心

に
、
特
に
朝
の
時
間
帯
は
事
故
等
の
危

険
性
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。

　
こ
う
し
た
中
で
、
本
学
の
学
生
が
交

通
事
故
等
の
被
害
者
お
よ
び
加
害
者

に
な
る
こ
と
を
未
然
に
防
止
す
る
た

め
、
次
の
対
策
を
実
施
す
る
こ
と
と
し

た
。

　
①
理
学
部
西
側
道
路
に
自
転
車
走　

　
行
レ
ー
ン
を
確
保

　
②
北
１
福
利
会
館
東
側
通
路
の
歩

　
行
者
専
用
ゾ
ー
ン
と
自
転
車
動
線　

　
の
区
画

　
③
図
書
館
西
側
ス
ロ
ー
プ
の
フ
ラ

　
ワ
ー
ポ
ッ
ト
に
よ
る
自
転
車
ス
ピ

　
ー
ド
の
抑
制
対
策

　
④
学
士
会
館
南
側
通
路
の
歩
行
者

　
ゾ
ー
ン
と
自
転
車
ゾ
ー
ン
の
区
画

　
⑤
中
央
図
書
館
周
辺
に
駐
輪
場
を

　
増
設

　
⑥
交
通
誘
導
員
の
配
置

　
⑦
朝
の
通
勤
・
通
学
時
間
帯
（
８　

　
時
15
分
～
８
時
50
分
）
は
、
広
大

　
中
央
口
か
ら
の
教
職
員
・
学
生
の

　
自
動
車
入
構
を
制
限

　　
ま
た
、
令
和
２
年
１
月
以
降
は
、
中

央
図
書
館
か
ら
北
１
福
利
会
館
北
側

ま
で
は
全
面
駐
輪
禁
止
・
自
転
車
走
行

禁
止
と
す
る
。

　

構
成
員
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

 

次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進 

 

法
に
基
づ
く
第
４
期
行
動
計
画 

 

を
策
定

＜居室の内訳（予定）＞

39室
25室
4室
2室
70室

留学生向け居室（18.7㎡）
研究者向け居室（単身）（28㎡）
研究者向け居室（家族）（56㎡）　
トップ研究者向け居室（56㎡）
合計

（国際交流拠点施設開設予定地）

大
学
祭
・
霞
祭
開
催

11
月
２
日
（
土
）、
３
日
（
日
）
に
東

広
島
キ
ャ
ン
パ
ス
で
第
68
回
広
島
大
学

大
学
祭
を
開
催
す
る
。
総
合
科
学
部
周

辺
で
、
学
生
に
よ
る
模
擬
店
の
出
店
や

学
生
サ
ー
ク
ル
に
よ
る
展
示
・
活
動
紹

介
、
屋
内
外
企
画
な
ど
を
行
う
。

ま
た
、
11
月
９
日
（
土
）、
10
日
（
日
）

に
霞
キ
ャ
ン
パ
ス
で
第
52
回
霞
祭
を
開

催
す
る
。
ダ
ン
ス
や
ア
カ
ペ
ラ
の
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
の
ほ
か
、
霞
キ
ャ
ン
パ
ス

な
ら
で
は
の
医
療
体
験
企
画
に
も
取
組

む
。

令和３年秋開設

（北１福利会館東側の対策）

開設予定地

と
と
も
に
、
地
域
に
根
差
し
た
大
学
と
し

て
の
取
り
組
み
を
進
め
る
。
施
設
の
概
要

等
は
次
の
と
お
り
。

１
．
開
設
予
定

　
　
２
０
２
１
年
（
令
和
３
年
）
秋

２
．
事
業
規
模
・
事
業
費

　
　
建
物
延
床
面
積　
約
４
，
０
０
０
㎡

　
　
全
体
事
業
費　
　
約
15
億
円

３
．
施
設
の
整
備
計
画

（
１
）
機
能

　
①
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
機
能　
②
交

　
流
拠
点
機
能　
③
宿
舎
・
生
活
機
能

（
２
）
施
設
の
概
要

　
◆
１
・２
階　
多
目
的
ス
ペ
ー
ス
、

　
会
議
室
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
等

　
◆
３
～
６
階　
宿
舎
（
70
室
程
度
）、

　
交
流
ラ
ウ
ン
ジ
等

４
．
事
業
手
法

　
　
直
接
建
設
方
式

５
．
開
設
予
定
地

　
　
大
学
会
館
東
側

令和元



●広島大学長表彰　被表彰者
【個人】５人（学外１人、学内４人）

所属 職名 氏名

体育会剣道部 名誉師範 藤原　崇郎

技術センター 技術専門職員 後藤　公徳

宇宙科学センター 特任助教 笹田　真人

大学院医系科学研究科 講師 中津　祐介

大学院理学研究科 准教授 早坂　康隆

【団体】１団体（学内１団体）

所属 職名 氏名

カンボジア児童の
歯科支援活動

代表
香西　克之

大学院医系科
学研究科教授

●Phoenix Outstanding Researcher Award　被表彰者
（学内３人）

所属 職名 氏名

大学院工学研究科 准教授 金指　正言

大学院教育学研究科 准教授 富川　光

大学院工学研究科 助教 長澤　寛規

●広島大学教育賞　被表彰者
（学内３人）

所属 職名 氏名

大学院先端物質科学研究科 教授 嶋原　浩

大学院社会科学研究科 准教授 安武　公一

大学院統合生命科学研究科 教授 山田　俊弘

教
育
室
で
は
、
授
業
の
改
善
に
学
生
か

ら
の
声
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、
11
月
11
日

（
月
）
か
ら
令
和
元
年
度
（
第
３
タ
ー
ム
）

授
業
改
善
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
。
教

員
か
ら
学
生
へ
の
回
答
の
呼
び
か
け
を
お

願
い
し
て
い
る
。

ま
た
、
学
生
が
回
答
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

に
対
す
る
教
員
の
コ
メ
ン
ト
入
力
へ
の
協

力
も
重
ね
て
要
請
し
て
い
る
。

【
学
生
に
よ
る
回
答
期
間
】
11
月
11
日

（
月
）
～
12
月
２
日
（
月
）

【
教
員
に
よ
る
コ
メ
ン
ト
入
力
期
間
】
12

月
３
日
（
火
）
～
12
月
23
日
（
月
）

【
結
果
の
公
開
】
12
月
24
日
（
火
）
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広
島
大
学
基
金
寄
附
者

ご
厚
意
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

▼
石
田　

雅
人　

様

▼
一
般
社
団
法
人

　

人
生
安
心
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
き
ら
り　
　

　

理
事
長　

橋
口　

貴
志　

様

▼
医
療
法
人S.R.C.

　

中
光
整
形
外
科
リ
ハ
ビ
リ
ク
リ
ニ
ッ
ク　
　

　

院
長　

中
光　

清
志　

様

▼
医
療
法
人
エ
ム
・
エ
ム
会

　

理
事
長　

白
川　

泰
山　

様

▼
医
療
法
人
お
ち
眼
科
医
院

　

理
事
長　

越
智　

温
子　

様

▼
医
療
法
人KO

C

　

金
谷
整
形
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

　

理
事
長　

金
谷　

篤　

様

▼
医
療
法
人
社
団　

森
本
医
院

　

理
事
長　

森
本　

忠
雄　

様

▼
医
療
法
人
社
団
楓
会　

林
病
院

　

理
事
長　

林　

淳
二　

様

▼
医
療
法
人
社
団
慈
恵
会
い
ま
だ
病
院　
　

　

院
長　

大
杉　

健　

様

▼
医
療
法
人
社
団
仁
慈
会

　

理
事
長　

安
田　

克
樹　

様

▼
医
療
法
人
社
団
ス
マ
イ
ル

　

博
愛
ク
リ
ニ
ッ
ク

　

理
事
長　

高
杉　

啓
一
郎　

様

▼
医
療
法
人
社
団
清
流
会

　

理
事
長　

永
井　

賢
一　

様

▼
医
療
法
人
社
団
マ
ッ
キ
ー

　

理
事
長　

松
木　

啓　

様

▼
医
療
法
人
社
団
ま
り
も
会

　

理
事
長　

平
松　

廣
夫　

様

▼
医
療
法
人
昭
和
原
田
整
形
外
科
病
院

　

理
事
長　

原
田　

昭　

様

▼
医
療
法
人
せ
い
ざ
ん
青
山
病
院

　

院
長　

大
村　

泰　

様

▼
医
療
法
人
明
笑
会

　

理
事
長　

安
本　

正
徳　

様

▼
大
賀　

裕
見
子　

様

▼
大
木　

洋　

様

▼
大
久
保　

榮　

様

▼
大
谷　

美
奈
子　

様

▼
大
政　

百
恵　

様

▼
小
笠
原　

洋
一　

様

▼
小
倉　

敏　

様

▼
オ
タ
フ
ク
ソ
ー
ス
株
式
会
社

　

代
表
取
締
役
社
長　

佐
々
木
直
義　

様

▼
越
智　

光
夫　

様

▼
柏
尾　

真
弓　

様

▼
勝
岡　

義
博　

様

▼
加
藤　

信
雄　

様

▼
株
式
会
社
紀
陽

　

代
表
取
締
役
社
長　

寒
川
起
佳　

様

▼
株
式
会
社
シ
ン
コ
ー　

様

▼
株
式
会
社
総
合
広
告
社

　

代
表
取
締
役
副
会
長　

坪
井
高
義 

様

広
島
大
学
ラ
ジ
オ
キ
ャ
ン
パ
ス

１1
月
の
放
送

（
広
島
Ｆ
Ｍ
）

● 

締
結
し
た
協
定

▼
株
式
会
社
ダ
イ
ク
レ

　

代
表
取
締
役
社
長　

山
本　

浩　

様

▼
株
式
会
社
に
し
き
堂

　

代
表
取
締
役　

大
谷　

博
国　

様

▼
株
式
会
社
日
本
ク
ラ
イ
メ
イ
ト
シ
ス

　

テ
ム
ズ

　

代
表
取
締
役
社
長　

松
尾
則
宏　

様

▼
株
式
会
社
バ
ル
コ
ム

　

代
表
取
締
役　

山
坂　

哲
郎　

様

▼
株
式
会
社
や
ま
だ
屋

　

代
表
取
締
役　

中
村　

靖
富
満　

様

▼
加
茂　

博
次　

様

▼
川
口　

英
雄　

様

▼
菊
地　

恭
三　

様

▼
草
野　

浩
一　

様

▼
久
保
田　

洋
志　

様

▼
栗
栖　

長
典　

様

▼
坂
下　

勝　

様

▼
佐
藤　

利
行　

様

▼
島
田　

薫　

様

▼
水
津　

卓
也　

様

▼
杉
田　

清
治　

様

▼
隅
田　

さ
ち
え　

様

▼
太
刀
掛　

初
栄　

様

▼
田
中　

敬
子　

様

▼
谷
口　

芳
夫　

様

▼
土
谷　

真
三　

様

▼
戸
田
工
業
株
式
会
社

　

取
締
役
社
長　

寳
來　

茂　

様

▼
中
野　

昌
雄　

様

▼
羽
田　

雄
志　

有
志
一
同　

様

▼
檜
垣　

重
俊　

様

▼
藤
井　

紀
子　

様

▼
弁
護
士　

緒
方　

俊
平　

様

▼
益
満　

由
樹　

様

▼
松
林　

正
博　

様

▼
松
村　

誠　

様

▼
水
谷　

英
記　

様

▼
三
好　

薫　

様

▼
本
村　

洋　

様

▼
森
信
建
設
株
式
会
社　

様

▼
八
木　

誠
一
郎　

様

（
五
十
音
順
）

※
９
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
に
ご
寄
附

を
い
た
だ
き
、公
開
に
つ
い
て
承
認
い
た
だ

い
た
方
を
掲
載
。給
与
控
除
に
よ
る
分
割
寄

附
の
方
は
、初
回
控
除
の
時
の
み
掲
載
。

【
大
学
間
国
際
交
流
協
定
】
▼
鄭
州
大
学

（
中
国
）
／
令
和
元
年
７
月
５
日　

▼

海
南
師
範
大
学
（
中
国
）
／
令
和
元
年

９
月
５
日　

▼
承
徳
医
学
院
（
中
国
）

／
令
和
元
年
９
月
15
日　

▼
北
京
語
言

大
学
（
中
国
）
／
令
和
元
年
９
月
18
日　

▼
サ
イ
バ
ー
韓
国
外
国
語
大
学
校
（
韓

９
月
24
日
～
28
日
、
統
合
生
命
科
学

研
究
科
の
後
援
で
、
生
物
生
産
学
部
国

際
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
を
開
催
し
た
。

 

生
物
生
産
学
部

　

国
際
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
開
催

 

授
業
改
善
ア
ン
ケ
ー
ト

 

ご
協
力
く
だ
さ
い

（
第
３
タ
ー
ム
）

　

第
25
回
／
11
月
４
日
（
月
）
は
医
系

科
学
研
究
科
の
二
川
浩
樹
教
授
、
第
26

回
／
11
月
18
日
（
月
）

は
森
戸
国
際
高
等
教
育

学
院
の
堀
田
泰
司
教
授

が
出
演
予
定
。
中
高
生

に
向
け
て
、
広
島
大
学

の
魅
力
に
加
え
自
身
の

学
生
時
代
や
研
究
内
容

な
ど
を
語
る
。

    
広
島
大
学
長
表
彰
等
の

                        

受
賞
者
を
決
定    

令
和
元
年
度
の
広
島
大
学
長
表
彰

な
ど
の
受
賞
者
が
決
定
し
た
。
11
月

２
日
に
開
催
さ
れ
る
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン

グ
デ
ー
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ

ー
で
授
与
式
を
行
う
。

受
賞
者
は
、
広
島
大
学
長
表
彰

（
広
島
大
学
の
発
展
に
貢
献
し
た
者
）

５
人
お
よ
び
１
団
体
、Phoenix 

Outstanding Researcher Award

（
若
手
研
究
者
（
45
歳
未
満
の
准
教
授・

講
師
・
助
教
）
の
う
ち
、
平
成
30
年

に
執
筆
し
た
論
文
数
の
多
か
っ
た
大

学
教
員
）３
人
、広
島
大
学
教
育
賞（
教

育
の
実
践
に
お
い
て
顕
著
な
成
果
を

挙
げ
た
と
認
め
ら
れ
る
者
）
３
人
。

12
回
目
と
な
る
今
年
度
は
、
昨
年

度
に
続
き
「
持
続
可
能
な
開
発
目
標

(SDGs)

達
成
の
た
め
の
学
生
国
際
サ
マ

ー
ス
ク
ー
ル in Hiroshima
」
を
テ
ー

マ
に
、
国
際
交
流
協
定
校
な
ど
５
カ
国

６
大
学
か
ら
学
生
・
教
員
21
人
を
招
い

た
。初

日
は
ウ
ェ
ル
カ
ム
セ
レ
モ
ニ
ー
や

研
究
室
訪
問
等
の
後
、
日
本
の
伝
統
芸

能
「
能
」
の
披
露
・
体
験
を
メ
イ
ン
に
、

参
加
者
と
本
学
学
生
・
教
職
員
が
交
流

し
た
。

翌
日
か
ら
は

２
日
間
に
わ
た

り
各
招
聘
大
学

の
教
員
・
学
生

が
共
同
研
究
を

実
施
し
て
い
る

研
究
室
に
滞
在

し
、
研
究
に
関

す
る
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
や
手

法
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
な
ど
が
行

わ
れ
た
。

27
日
に
は
、

株
式
会
社
サ
タ
ケ
を
見
学
し
た
後
、
国

際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、
17
の

SDGs

に
自
ら
の
研
究
が
ど
の
よ
う
に

貢
献
す
る
か
な
ど
、
教
員
の
発
表
と
質

疑
応
答
を
通
し
て
議
論
を
深
め
た
。
ま

た
、
国
際
学
会
発
表
支
援
を
受
け
た
大

学
院
生
13
人
の
ポ
ス
タ
ー
発
表
も
行
わ

れ
た
。
そ
の
後
開
催
さ
れ
た
フ
ェ
ア
ウ

ェ
ル
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
、
学
部
長
か
ら

参
加
者
お
よ
び
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
発
表

教
員
へ
修
了
証
書
が
授
与
さ
れ
た
。

最
終
日
は
平
和
記
念
公
園
、
宮
島
・

厳
島
神
社
を
訪
問
し
、
広
島
の
歴
史
や

文
化
、
戦
争
と
平
和
・
発
展
の
歴
史
を

学
び
、SDGs

の
究
極
の
目
標
で
あ
る

「
持
続
的
で
平
和
な
世
界
の
構
築
」
へ
の

決
意
を
新
た
に
し
た
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１１月～１２月

◆◆行事カレンダー◆◆

 教育研究評議会

 経営協議会

 教育研究評議会

 東広島キャンパスホームカミングデー

 第６８回大学祭

 創立記念日

 霞キャンパスホームカミングデー

 第５２回霞祭

 東千田キャンパスホームカミングデー

 １２月２６日（木）

 11 月２日（土）

 11 月２日（土）

　　　～３日（日）

 １１月５日（火）

 １１月９日（土）

 １１月９日（土）

　　～１０日（日）

 １１月１６日（土）

 １１月１９日（火）

 １１月２８日（木）

 １２月２日（月）

 １２月１７日（火）

 冬季休業（～１/ ５）

 第４ターム授業開始（～２／６）

国
）
／
令
和
元
年
10
月
４
日　

▼
タ
ン

ジ
ュ
ン
プ
ラ
大
学
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）

／
令
和
元
年
10
月
10
日　

▼
セ
ベ
ラ
ス

マ
レ
ッ
ト
大
学
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）
／

令
和
元
年
10
月
11
日

【
部
局
間
国
際
交
流
協
定
】
▼
工
学
研
究

科
―
寧
波
大
学
材
料
科
学
・
化
学
工
学

部
（
中
国
）
／
令
和
元
年
９
月
16
日　


